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今年は 107 人の成人者がありました。
当日の出席者は 88 人。祝 成人!!
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平
成
21
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
９
日
に
開
か

れ
期
間
を
、
15
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

た
。

　

今
回
は
、
議
案
４
件
、
承
認
３
件
、
認
定
１
件
、

同
意
１
件
、
委
員
長
報
告
１
件
、
請
願
１
件
、
意
見

書
１
件
、
発
議
１
件
、
そ
の
他
２
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。承

認
（
３
件
）

条
例
の
一
部
改
正

１
、
町
議
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
改
正

　

第
��
条
第
２
項
中
「
１

０
０
分
の
１
５
０
」
を
「
１

０
０
分
の
１
３
５
」
に
改

め
「
１
０
０
分
の
８
５
」

を
「
１
０
０
分
の
８
０
」

に
改
め
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
・
低
下
さ
れ
る
な
か
で
、

町
税
の
前
納
報
奨
金
の
交
付
率
を
減
じ
る
議
案
が
可

決
さ
れ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
大
幅
な
増
加
が
あ
り
、
町
民
の

健
康
保
持
に
事
業
を
進
め
ら
れ
て
い
る
！

２
、
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
改
正

　

第
３
条
中
「
１
０
０
分

の
１
５
０
」
を
「
１
０
０

分
の
１
３
５
」
に
、「
１

０
０
分
の
１
６
５
」を「
１

０
０
分
の
１
５
０
」
に
改

め
る
。

３
、
町
教
育
長
の
給
与
お
よ

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

　

第
２
条
中
「
１
０
０
分

の
１
５
０
」
を
「
１
０
０

分
の
１
３
５
」
に
、「
１

０
０
分
の
１
６
５
」を「
１

０
０
分
の
１
５
０
」
に
改

め
る
。認

定
（
１
件
）

１
、
琵
琶
湖
東
北
部
広
域
市

町
村
圏
協
議
会
収
支
決
算

全
員
賛
成

議
案
（
４
件
）

１
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

を
変
更
す
る

一
、
人
材
の
育
成
、
圏
域
経

済
の
活
性
化
な
ら
び
に

雇
用
の
創
出
及
び
確
保
。

「
有
害
鳥
獣
対
策
の
推

進
」

一
、
観
光
振
興
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
、
当
該

施
策
の
名
称
を
端
的
な

も
の
に
改
め
る
。

一
、「
ゴ
ミ
処
理
」
の
分
野

に
つ
い
て
、
平
成
��
年

３
月
１
日
か
ら
新
た
に

愛
荘
町
が
加
入
し
た
彦

根
愛
知
犬
上
広
域
行
政

組
合
を
主
体
と
し
て
広

域
化
の
推
進
に
取
り
組

む
よ
う
改
め
る
。

２
、
甲
良
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

町
民
税
を
納
税
者
が
、

納
期
前
に
納
付
し
た
税
額

の
「
１
０
０
分
の
０
・
５
」

を
「
１
０ 

度
額
を
10
万

円
か
ら
５
万
円
に
改
め

る
。

３
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

５
千
５
百
78
万
を
追
加

し
、�8
億
３
百
11
万
円
に
。

４
、
平
成
22
年
度
甲
良
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

　

１
億
７
万
円
を
追
加

し
、
９
億
９
千
９
百
1�
万

円
に
。

同
意
（
１
件
）

１
、
甲
良
町
公
平
委
員
会
委

員住所　
　

甲
良
町
小
川
原

氏
名　
　

北
川　

精
一
氏

生
年
月
日

　

昭
和
10
年
１
月
��
日

全
員
賛
成

報
告
（
１
件
）

１
、
官
製
談
合
疑
惑
等
調
査

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

可
決

賛
成
７
人　

反
対
１
人

請
願
（
１
件
）

１
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る

請
願
。

紹
介
議
員　

藤
堂
一
彦

全
員
賛
成

　

審

議

内

容

歳　　　入
国 民 健 康 保 険 税 △1,500万円
国 庫 支 出 金 186万円
療 養 給 付 費 交 付 金 1,�5�万円
県 支 出 金 154万円
繰 入 金 �9万円
繰 越 金 �,057万円
前 期 高 齢 者 交 付 金 6,719万円

歳　　　出
総 務 費 11万円
保 険 給 付 費 7,586万円
老 人 保 険 拠 出 費 8万円
共 同 事 業 拠 出 費 1,�67万円
保 健 事 業 費 1万円
諸 支 出 金 �9万円
後 期 高 齢 者 支 援 金 等 68万円
予 備 費 9�7万円

２、国民健康保険会計
補正額　1億0,007万円　　　　補正後予算額　9億9,912万円

（単位：万円）

歳

入

地 方 交 付 税 �,700万円 特別交付税の増額

使 用 料 及 び 手 数 料 ��万円 居宅介護支援手数料

国 庫 支 出 金 570万円 安心安全な学校づくり交付金他

県 支 出 金 1,099万円 予防接種料補助金、障害者自立支援給付費、
福祉医療費補助金の増額他

諸 収 入 147万円 消防団員退職報奨金の増

町 債 1,0�0万円 一般補助施設整備事業債、
東小学校障害児対策事業債の増他

歳

出

総 務 費 ���万円 契約管理システム変更、県議会議員選挙費の増

民 生 費 1,964万円 福祉医療費、保健センター修繕費等の増

衛 生 費 879万円 子宮頸がん等予防接種料補助金

農 林 水 産 業 費 �1万円 環境こだわり農業支援補助金の増

土 木 費 190万円 道路維持補修の増

消 防 費 �14万円 一時避難所施設耐震補強補助金等の増

教 育 費 1,978万円 東小学校障害児対策工事、学校空調機点検、
施設修繕費他

１、一般会計
補正額　5,578万円　　補正後予算額　38億0,311万円

意
見
書
（
１
件
）

１
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る

意
見
書
。

提
出
者　

藤
堂
一
彦全員

賛
成

発
議
（
１
件
）

１
、
山
田
壽
一
議
長
に
対
す

る
不
信
任
決
議

可
決

賛
成
６
人　

反
対
２
人

そ
の
他
（
２
件
）

１
、
議
員
の
会
議
、
研
修
等

に
派
遣
す
る
こ
と
を
予
め

決
定
し
た
。

全
員
賛
成

２
、
開
会
中
の
継
続
審
査
及

び
調
査

全
員
賛
成

平成22年度12月補正予算の概要

一般会計	 5,578万円増	 38億0,311万円
特 別 会 計	1億0,007万円増	 9億9,912万円
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地
方
公
務
員
法
第
34
条

に
、「
職
員
は
職
務
上
知
り

得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た

後
も
ま
た
同
様
と
す
る
」
と

あ
り
、
退
職
さ
れ
た
野
瀬
主

監
は
、
在
任
中
に
「
秘
密
は

秘
密
や
け
ど
、
ほ
ん
ま
は
あ

か
ん
」
と
不
正
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
な
が
ら
入
札
情
報

を
漏
ら
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
退
職
さ
れ
た
方
で
も
在

職
中
に
不
正
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
れ
ば
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

公
務
員
の
守
秘
義
務
に
つ

い
て
は
、
退
職
後
は
懲
戒
処

分
は
で
き
な
い
。

（
た
だ
し
、
規
定
に
よ
り
罪

状
が
確
定
し
た
場
合
は
、
退

職
金
の
返
還
義
務
が
あ
る
）

　
　

刑
事
訴
訟
法
第
２
３
９

条
第
２
項
に
「
公
務
員
で
あ

れ
ば
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す

る
と
き
は
告
発
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
勤

務
中
の
雑
談
話
で
も
犯
罪
に

公
務
員
の
守
秘
義
務
と
犯
罪
告
発
義
務
は

関
わ
る
こ
と
を
知
れ
ば
告
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

公
務
員
と
思
う
が
、
町
の
考

え
は
。

　
　

総
務
課
長

　

公
務
員
に
は
法
令
に
違
反

し
て
い
る
事
実
を
職
務
上
で

発
見
し
た
場
合
に
は
告
発
の

義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
。

　
　

庁
舎
内
で
の
雑
談
話
を

証
言
し
た
が
、
こ
れ
は
公
務

員
と
し
て
守
秘
義
務
違
反
に

当
た
る
の
か
。
公
務
員
が
知

り
得
た
犯
罪
を
告
発
し
こ
と

に
な
る
の
か
。
ど
ち
ら
な
の

か
。

　
　

総
務
課
長

　

百
条
委
員
会
に
証
人
と
し

て
呼
ば
れ
た
場
合
は
、
罰
則

や
偽
証
罪
も
適
用
さ
れ
る
。

　

刑
事
訴
訟
法
で
は
、
公
務

員
は
告
発
義
務
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
百
条
委
員
会
の
趣

旨
、
ま
た
刑
事
訴
訟
法
の
公

務
員
の
告
発
義
務
の
観
点
か

ら
考
え
る
と
、
証
言
に
違
法

性
は
な
い
。

　
　

官
製
談
合
疑

惑
等
調
査
特
別

委
員
会
（
百
条
委

員
会
）
の
経
過
等

を
職
員
へ
の
周
知

は
。

　

ま
た
、
百
条
委

員
会
で
調
査
さ

れ
、
告
発
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
方

が
公
費
で
佐
賀
県

に
出
張
し
た
り
、

指
名
停
止
中
の
業

者
に
見
積
も
り
を

依
頼
し
た
り
、
新

聞
紙
上
や
テ
レ
ビ
で
大
々
的

に
報
道
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
職
員
と
し
て
町

の
状
況
を
ど
こ
ま
で
認
識
し

て
い
る
か
。
職
員
に
周
知
徹

底
し
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

11
月
�9
日
の
課
長
会
で
百

条
委
員
会
の
報
告
を
し
た
。

出
張
に
つ
い
て
は
面
談
を
し

て
従
来
か
ら
子
ど
も
を
守
り

育
て
る
会
の
活
動
や
行
事
に

参
加
し
て
い
て
、
現
在
、
顧

問
で
あ
る
。
今
後
は
旅
費
や

補
助
の
見
直
し
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
許
可
し
た
。

　
　

官
製
談
合
疑
惑
等
調
査

特
別
委
員
会
で
刑
事
告
発
対

象
に
な
っ
た
方
々
が
正
副
会

長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
商
工

会
に
町
民
の
税
金
を
投
入
す

る
の
に
抵
抗
が
あ
る
の
で

は
。
商
工
会
の
補
助
を
な
く

せ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
声
も
直
接

言
え
な
い
会
員
、
ま
た
町
民

か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

行
政
と
し
て
も
そ
の
声
を
無

視
で
き
な
い
と
思
う
が
、

　
　

町
長

ご
指
摘
の
件
で
、
行
政
と
商

工
会
は
、
何
か
に
つ
け
て
お

互
い
に
協
力
を
し
な
が
ら

や
っ
て
き
た
。
商
工
会
の
組

織
、
そ
し
て
商
工
会
員
を
守

る
、
そ
う
い
う
部
分
で
は
行

政
の
責
任
で
も
あ
る
。

　

委
員
報
酬
、
商
工
会
補
助

金
、
社
協
の
補
助
金
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
補
助
金
、
各
種
団

体
の
補
助
金
・
委
託
金
す
べ

て
を
含
め
て
、
見
直
し
を
す

る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当

行
政
仕
分
け
を
し
予
算
編
成
を

た
っ
て
は
、
十
分
検
討
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
は
補
助
金
や
委
託
料

を
出
し
て
い
る
個
人
・
団

体
等
の
内
容
を
十
分
吟
味

の
上
、
町
民
の
誰
が
見
て

も
納
得
さ
れ
る
人
事
や
補

助
金
等
を
執
行
さ
れ
る
よ

う
望
み
ま
す
。

他
の
質
問
は
次
の
と
お
り

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

に
つ
い
て

◎
木
造
住
宅
耐
震
診
断
業
務

委
託
費
に
つ
い
て

◎
木
造
家
屋
耐
震
診
断
補
強

補
助
金
に
つ
い
て

◎
甲
良
町
木
造
住
宅
耐
震
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
等
補
助

金
に
つ
い
て

◎
太
陽
光
発
電
の
補
助
金
に

つ
い
て

◎
水
洗
化
率
を
上
げ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

◎
交
通
安
全
に
つ
い
て

百条委員会の職員への周知は

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

は
、
全
国
で
１
７
５
自
治
体

に
上
る
。
広
く
町
内
の
建
設

業
者
の
仕
事
起
こ
し
と
な

り
、
家
計
応
援
と
な
る
い
い

制
度
が
で
き
る
よ
う
に
求
め

た
い
。
前
向
き
に
検
討
し
て

い
る
と
聞
く
が
現
在
の
準
備

状
況
は
。

　
　

産
業
課
長

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

は
、
近
隣
市
町
の
中
で
本
町

が
遅
れ
て
い
る
状
況
で
、
要

綱
の
検
討
も
含
め
詰
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
　

実
施
す
る
う
え
で
大

事
な
示
唆
を
記
事
の
中
か

ら
、
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
す

る
。
特
に
岩
手
県
の
宮
古
市

の
取
り
組
み
が
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
。
◆
住

民
に
も
中
小
業
者
に
も
利
用

し
や
す
い
制
度
に
す
る
こ

と
に
苦
労
し
た
。
◆
当
初

５
０
０
件
５
、０
０
０
万
円

の
予
算
を
組
ん
だ
が
、
現

在
３
億
５
、０
０
０
万
の

予
算
枠
。
◆
工
事
総
額
は

10
億
４
、５
０
０
万
円
と
予

算
の
約
３
倍
。
◆
経
済
効

地
元
業
者
の
仕
事
起
こ
し
・
家
計
応
援
と
な
る

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
を

果
は
16
億
２
、０
０
０
万

円
。
実
に
予
算
の
４
・
６
倍
。

20
万
円
か
ら
40
万
円
の
工
事

が
工
事
総
額
の
４
割
、
件
数

で
70
・
５
％
を
占
め
、
小
規

模
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
多
く
の

住
民
が
利
用
し
て
い
る
。
◆

市
内
建
設
業
者
約
５
０
０
社

の
内
２
３
０
社
が
施
工
業
者

に
。
◆
建
築
土
木
技
術
者
な

ど
の
求
人
倍
率
は
０
・
52
倍

か
ら
半
年
間
で
１
・
09
と
２

倍
弱
に
伸
び
て
い
る
。
◆
秋

田
県
全
体
で
は
21
億
円
の
補

助
で
経
済
効
果
が
５
１
２
億

円
と
推
定
。
実
に
24
倍
の
波

及
効
果
を
生
ん
で
い
る
と
秋

田
県
が
試
算
。
◆
彦
根
市
の

場
合
、
経
済
波
及
効
果
は
、

総
工
費
と
の
対
比
だ
け
だ
が

12
・
１
倍
だ
と
議
会
で
答
弁
。

　

小
零
細
業
者
に
直
接
受
注

が
届
く
よ
う
な
制
度
が
必

要
。
甲
良
町
の
現
状
、
先
進

事
例
な
ど
を
調
査
し
、
利
用

し
や
す
い
制
度
に
す
る
こ
と

が
大
事
だ
が
。

　
　

産
業
課
長

　

財
政
上
の
問
題
も
あ
り
、

��
年
度
当
初
で
は
な
く
、
業

者
も
参
入
し
や
す
い
状
況
づ

く
り
も
必
要
で
あ
り
、
十
分

に
つ
め
て
い
き
た
い
。

　
　

従
来
、「
地
元
業
者
育

成
」
は
大
事
な
課
題
で
あ
り

な
が
ら
、
か
け
声
だ
け
で
、

実
効
性
が
な
く
、
特
定
業
者

に
偏
る
も
の
で
、
結
局
官
製

談
合
の
口
実
に
使
わ
れ
て
き

た
疑
い
が
大
変
強
い
。

　

真
の
地
元
業
者
の
仕
事
起

こ
し
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
制
度
を
導
入
す
る
上
で
の

手
順
や
準
備
は
。

　
　

産
業
課
長　

　

幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
登
録
制
度
を

検
討
し
た
い
。

安
心
し
て
住
め
る
地
域
を

　
　

今
年
３
月
の
条
例
改
正

で
、
暴
力
団
員
と
認
め
ら
れ

る
者
の
入
所
は
で
き
な
い
こ

と
、
そ
れ
が
判
明
し
た
と
き

の
明
け
渡
し
、
そ
の
諸
手
続

に
つ
い
て
条
例
改
正
が
あ
っ

た
が
、
今
日
ま
で
の
取
り
組

み
の
状
況
、
問
題
点
、
さ
ら

に
進
捗
状
況
の
報
告
を
。

　
　

人
権
課
長

　

条
例
成
立
後
に
彦
根
警
察

署
長
と
甲
良
町
長
の
間
で
連

携
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
。
そ
の
後
、
条
例
改
正
に

伴
う
啓
蒙
と
の
趣
旨
で
、
改

良
住
宅
、
公
営
住
宅
の
あ
る

長
寺
地
区
、
呉
竹
地
区
の
地

域
総
合
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

い
の
館
、
は
ば
た
き
の
館
に

て
条
例
改
正
が
行
わ
れ
た
趣

旨
、
内
容
の
チ
ラ
シ
掲
示
を

行
っ
て
い
る
。

　

暴
力
団
排
除
の
課
題
と
問

題
点
と
し
て
は
、
ま
だ
整
理

で
き
る
状
況
に
ま
で
至
っ
て

い
な
い
。

　

具
体
的
事
例
に
関
し
て
は

必
要
時
に
本
町
勤
務
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
含
め
て
協
議
す
る
と
と
も

に
、
彦
根
警
察
署
の
刑
事
２

課
に
出
向
き
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

　
　

平
成
19
年
の
山
﨑
前
町

長
の
時
代
に
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
で
あ
る
が
、
町
民
が
安
心

で
き
る
方
向
で
改
善
・
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
ま
で

の
経
過
で
改
善
の
取
り
組
み

の
方
向
は
。

　
　

北
川
町
長

　

実
態
が
わ
か
っ
て
き
た
の

は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

り
、
こ
と
の
始
ま
り
は
平
成

19
年
に
前
任
者
が
改
良
住

宅
に
一
般
公
募
で
募
集
を
し

た
こ
と
か
ら
。
本
来
改
良
住

宅
は
、
同
対
事
業
で
立
ち
退

き
を
や
む
な
く
さ
れ
た
人
た

ち
の
た
め
に
優
先
的
に
つ
く

ら
れ
た
制
度
。
そ
の
意
味
で

は
果
た
し
て
一
般
公
募
が
よ

か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
私

は
大
変
な
間
違
い
だ
っ
た
と

い
う
思
い
も
し
て
い
る
。

　

と
に
か
く
今
後
は
一
度
踏

み
込
ん
で
精
査
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
も
う
少
し
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◇
浜
野
工
務
店
の
建
設
業
法

違
反
事
件
の
真
相
と
背
景

の
核
心
は
何
か
。

　

入
札
審
査
会
の
当
時
の
職

員
が
文
書
訓
告
の
処
分

を
受
け
た
が
、
真
相
は
山

﨑
前
町
政
の
異
常
な
歪
み

こ
そ
が
最
大
の
問
題
点
で

は
、
と
追
及
し
た
。

◇
17
年
前
に
死
亡
さ
れ
た
方

の
固
定
資
産
税
の
滞
納
通

知
が
最
近
遺
族
に
届
い
た

事
例
を
通
じ
、
納
税
者
の

死
亡
後
の
処
理
に
つ
い
て

質
問
。
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平
成
��
年
が
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

今
全
国
で
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
善
意
の
輪
が
広

が
っ
て
お
り
、
各
地
に
児
童
施
設
に
ラ
ン
ド
セ
ル
や

文
房
具
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
末
か
ら
相
次
ぐ

善
意
の
寄
付
に
心
温
ま
る
思
い
を
し
た
方
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
連
鎖
的
な
善
意
の
表
れ
は
誰
か
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
を
刺
激
し
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
モ
ノ
が
溢
れ
て
い
る
時
代
と

言
わ
れ
な
が
ら
モ
ノ
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る

矛
盾
し
た
世
の
中
で
、
こ
の
様
な
寄
付
が
広
が
る
事

は
明
る
い
社
会
を
築
く
事
に
な
る
と
思
う
。金澤　

博

 11月
 5日 彦根・愛知・犬上議員研修会
 7日 こうら人権フエスタ
 8日 第10回官製談合疑惑等調査特別委員会
 17～18日　第54回町村議会議長全国大会
 20日 犬上・彦根地域安全活動・暴力団追放推進大会
 24日 第11回官製談合疑惑等調査特別委員会
  例月出納検査・定期監査
 25日 湖東広域衛生管理組合臨時議会
 26日 県町村議会議長会正副委員長研修会
  彦根・愛知・犬上広域行政組合臨時議会

 12月
 3日 議会運営委員会

 7日 大滝山林組合議会古例祭
 8日 全員協議会
  第12回官製談合疑惑等調査特別委員会
 9日 12月定例議会（開会）一般質問
 15日 12月定例議会（閉会）
 22日 例月出納検査・定期監査　
  県町村議会議長会理事会
　
 1月
 6日 広報特別委員会
 9日 消防出初式
   新成人を祝う集い　
 26日 例月出納検査・定期監査
 27日 議会運営委員 

　

去
る
1�
月
10
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
、
故
山
﨑
昭
次
議
員
の

ご
急
逝
を
悼
み
、
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
捧
げ
ま
す
。
本
日
こ
こ

に
平
成
��
年
1�
月
定
例
会
最
終

日
に
あ
た
り
、
い
ま
１
人
５
番

議
席
に
は
、
あ
り
し
日
の
容
姿

と
謦
咳
に
接
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
議
員
一
同
惜
別
の
情
を
禁

じ
得
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

あ
な
た
は
、
平
成
�0
年
１
月

に
町
民
の
絶
大
な
る
支
持
の
も

と
、町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、

地
方
自
治
の
推
進
に
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、

各
委
員
会
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
一
部
事
務
組

合
の
議
会
議
員
を
歴
任
し
、
と
り
わ
け

大
滝
山
林
組
合
の
運
営
に
は
、
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

又
、
百
条
委
員
会
に
お
い
て
は
最
後

ま
で
不
当
と
も
思
わ
れ
る
多
数
決
に
よ

次の定例議会は、
3月7日（月）から18日（金）

の予定です。
　一般質問は初日の予定です。
　皆さんが選んだ議員が、どんな活動をし
ているか、また、身近な問題がどのように
処理されているか関心がありませんか。ぜ
ひ一度、議会の傍聴に来てください。
　議会の日程などは、議会事務局にお問い
合わせください。

電 話  0749−�8−5060
FAX  0749−�8−�4�1
Eメール  gikai@town.koura.lg.jp

山崎昭次議員を悼む

る
委
員
会
運
営
に
も
信
念
を
も
っ
て
正

当
な
意
見
を
貫
き
通
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
、こ
よ
な
く
郷
土
を
愛
し
、

使
命
感
に
燃
え
た
方
で
、
と
き
に
は
頑

固
一
徹
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、優
れ
た
識
見
と
円
熟
し
た
人
柄
は
、

接
す
る
人
に
親
愛
の
情
と
敬
意
を
起
こ

さ
し
め
、
決
し
て
お
ご
ら
ず
、
誰
に
対

し
て
も
面
倒
見
の
い
い
、
魅
力
的
な
方

で
、
町
内
外
の
若
き
起
業
家
の
憧
れ
、

お
手
本
、
目
標
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
町
政
運
営
に
は
、
常
に
貴
重
な

役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
て
、
今

後
の
地
方
自
治
の
推
進
と
発
展
に
、
あ

な
た
の
ご
活
躍
を
多
く
の
方
が
期
待
す

る
と
こ
ろ
誠
に
大
き
な
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
だ
こ
れ
か
ら
議
員
と
し
て
の
大
成

を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
身
を
も
っ
て
、
遂

に
不
帰
之
客
と
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
か
え
す
が
え
す
も
痛
惜
に
た
え
ま

せ
ん
。
生
者
必
滅
の
こ
と
わ
り
と
は
い

い
な
が
ら
、
余
り
に
も
は
か
な
い
人
生

の
無
常
を
嘆
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
、
あ
な
た
が
在
り
し
日
の
面

影
を
偲
び
、
生
前
の
功
績
を
た
た
え
、

ひ
た
す
ら
泉
下
の
平
安
と
、
ご
遺
族
並

び
に
甲
良
町
の
前
途
に
限
り
な
き
ご
加

護
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し

て
、
一
言
、
蕪
辞
を
連
ね
、
も
っ
て
哀

悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。金

澤　

博


